
夫婦生活・養育環境計画書 
 

本計画書は、提供精子による生殖補助医療のガイドライン「夫婦の基本条件 4（夫婦が一緒に生活し、一緒に子育てがで

きる環境にあること）」に基づき、直近 1 年間のうち 4 か月以上、夫婦が別々に生活している方にご提出いただく書類で

す。 

夫婦それぞれが 1 通ずつご記入ください。本書は、倫理委員会において、「現在の生活状況」「妊娠後・出産後の生活拠

点」「子どもの養育体制」を確認し、子どもの福祉に影響がないかを審査する資料として使用します。 

 

1. 住民票住所 

（住民票がない場合は、居住国の公的証明書の住所） 

 〒 

 

 

2. 直近 1 年間の生活状況 

直近 12 か月間で生活した場所をすべてご記入ください。転勤・単身赴任・実家との往復など、複数

ある場合はすべてご記入ください。 
 

識別

番号 
住所（都道府県・市区町村まで） 

直近 12 か月のうち 

滞在した月数 

用途（自宅／単身赴任先

／実家など） 

例 大阪府〇〇市 8 か月 単身赴任 

①  

 

   

②  

 

   

③  

 

   

 

現住所は、上記の識別番号のうち、何番ですか？＿＿＿＿番 

 

3. 住所の一致確認 

 住民票住所・現住所・当院カルテ登録住所はすべて一致している 

 一致していない 

 

4. 夫婦の同居状況 

直近 1 年間についてご記入ください。 

⚫ 夫婦が同じ場所で生活した期間 約＿＿＿＿か月 

 

⚫ 夫婦が別々に生活した期間   約＿＿＿＿か月 

 

5. 現在の別居状況 

⚫ 別居を開始した時期は何年の何月頃からですか。 

 

 

⚫ 現在の生活パターンを教えてください。 

（例）平日は①に単身赴任し、毎週金曜日から日曜日まで②の妻の家で生活しています 

 

 

⚫ 別居している理由を具体的に教えてください。 

 

 

記業-280：夫婦生活・養育環境計画書（初版 2026 年 8 月） 



6. 今後の見通し 

1 年のうち 4 か月以上の別居はいつ頃まで続く予定ですか。（同居開始の予定時期・条件など） 

 

 

 

7. 妊娠・出産後の生活予定 

① 妊娠 20 週以降から出産まで 

□同居予定  □予定ない 

・いつから？ 

 

 ・同居できない理由 

・どの住所で？ 

 

  

・同居できる理由 

 

 

 

 

② 出産後 

□同居予定  □予定ない 

・いつから？ 

 

 ・同居できない理由 

・どの住所で？ 

 

  

・同居できる理由 

 

 

 

 

8. 出産後も別居する場合のみご記入ください 

① 子どもは主に誰と生活しますか 

 

 

② 主な養育者は誰ですか 

 

 

③ 子育てを支援してくれる人をすべて教えてください 

 

 

④ 別居している親は、子どもの養育にどのように関わる予定ですか。 

実現可能と考えらえる内容を具体的に教えてください。（帰宅頻度・育児・送迎・電話・ビデオ

通話など） 

 

 

9. 倫理委員会へ伝えておきたいことがあればご記入ください 

 

 

 

上記の内容は事実に相違ありません。 

記入日      年    月   日 

診察券番号 

 

氏名（自署） 

 


